
ようこそ学⾧室へ 229 

～考えて、悩んで、そしてカタチにする～ 

 

 秋風の心地よさに思わず深呼吸してしまうような日が続いておりますが、皆さんいかが

お 過 ご し で し ょ う か 。 さ て 今 回 の お 客 様 は 、 名 古 屋 市 で 開 催 さ れ た 「 GARAGE 

CHALLENGE」に参加し、見事第 2 位に輝いたイベントプロデュース同好会の松下航さん

（経営３）、佐藤響さん、松井希伊智さん（経営２）です。このチャレンジは、「社会に対す

る疑問や課題、個人の想いや気づいた価値を３カ月でカタチにしませんか？」を合言葉に、

起業を目指す人や何かをやりたいと思っている人が集まり、企業代表、管理職、社団法人理

事等のメンターからアドバイスを受けながら、自ら立てた「問い」の答えを導き出し、独自

性・社会性・実現性・継続性の観点から審査を行うものです。「今の高卒就職は間違ったや

り方だ」をテーマに発表した皆さんに、これまでの経緯や学びとなった点など伺いました。 

 審査の簡単な流れを尋ねると「発表の機会が 3 回あり、それぞれ発表後、質疑応答があり

ます。1 回目は、自分たちの実現したいことの概要、２回目は『問い』に対する具体的な解

決法を説明します。そして 3 回目は集大成として、実現したいことを具体的に伝えます」

と。参加チームは「愛知工業大学、名城大学、愛知東邦大学、愛知学院大学の学生チーム、

それ以外に企業内クラブの社会人チームもいて、約 15 チームが参加しました」と。最も伝

えたかったことは「世の中で求めているスキルや資質が変化しているにもかかわらず、学校

で求められる成績や評価は旧態依然としています。そこで社会で求められる資質を見える

化して、一人ひとりが自分の強みや適性を理解し、納得感のある就職ができる社会を実現す

ることを提案しました」とのことでした。 

チャレンジを終了後の感想を尋ねると「6 カ月間の取り組みを通じて、自分の中にはない

世界を知ることができました。社会の一線で活躍している方と接することで視野が広がり

ました」（松下）「他大学の学生団体との繋がりが増え、イベプロの活動を拡大させる手応え

を感じます」（佐藤）「就職に関係する内容を聞けたり、インターンにも参加できて仕事に対

する興味が深まりました」（松井）とそれぞれの視点から伝えてくれました。 

最後に、今後の活動の抱負を尋ねると「今まで以上に、学生が面白いと感じること、ワク

ワクすることを届けていきたい」（松下）「名古屋や愛知の学生に負けない、岐阜の学生が活

躍できる場を作りたい」（佐藤）「地元に留まるのではなく、幅広い地域で活躍したい」（松

井）とそれぞれ目標を見据えながら伝えてくれました。 

 今回取材した 3 人は皆、1 年次のセルフプロデュース AB で担当した学生で、それぞれ著

しい成⾧を感じました。3 人に共通する点は、苦しみながらも投げ捨てずに考え、答えを導

く力があることです。進化のエンジンとも言えるこの力、常に継続して！＃学術 

 

取材後記：様々な経験を積んだ彼らの姿には、「あれ、もう大人の仲間入り？」と思わせる

落ち着きが感じられました。気のせいか、私より落ち着いていたような…。(ぶち) 



 
ポーズはイベントプロデュースサークルの頭文字である「イ」をモチーフに。 

左から松下さん（中京）、佐藤さん（釧路北陽）、私、松井さん（恵那南） 

※（）内は出身校 


